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論文の内容の要旨

　本論文は，AsynchronousTransferMode（ATM：非同期転送モード）などを利用した高速通信網を流れるトラ

フイックにおける時系列データの有する自己相似性と，より基本的な待ち行列における待ち時間分布の2つの観

点から，マルチメデイア情報通信網の性能評価について総合的に研究したものである。亙ntemetや通信衛星による

画像配信サービス（Comm㎜icationSate肚e（CS）放送）で交換・配信される動画像をはじめとする多種多様なデー

タのトラフイックは，従来の電話やパケット交換とは異なり，自己相似性を持つことが指摘されている。自己相

似性とは，ある時系列データに着目した場合に，時問単位を変えてデータの分布を観測しても，その分布形が元

の時系列データの分布と相似であるような性質である。本論文では，実際の圧縮動画像データを対象にデータ解

析により長記憶性を検証して，その自己相似性を明らかにするとともに，待ち行列における待ち時問分布の高次

モーメントの計算についてもM孤kov過程に基く解析を行った。本論文は7章からなっている。

　第1章は，情報通信網と待ち行列に対する従来の研究成果のサーベイを行い，本論文の技術的な背景と研究目

的を述べている。

　第2章は，本論文で対象とする高速情報通信網のトラフィックについて，時系列データの自己相似性と，それ

に関連する長記憶性を持つ確率過程を記述し，第3章と第4章の解析で必要となる理論について数学的な準備を

行っている。

　第3章では，圧縮動画像方式のMPEG2につい一て説明し，実験データと解析方法の記述を行った後，解析を示

している。解析の方法として，WS解析，分散解析，及びスペクトル解析を用い，いずれも長記憶の度合いを表す

H㎜stパラメータの値を推定している。本章の解析により，MPEG2の圧縮方式で得られた動画像は長記憶性を有

しており，時系列データとしての自己相似性が確認できたと結論している。

　第4章では，M／G／∞待ち行列システム（サービス時間は分散を持たないPareto分布に従う）を使った自己相似

過程の生成法により得られる時系列データについて，自己相似過程として妥当性をシミュレーションにより検証

している。

　第5章では，これまで2次モーメントまでしか計算されていなかったランダム順サービスを持つWG／ユ待ち行

列の待ち時間分布について解析を行い，高次モーメントについての計算結果を与えている。
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　第6章では，対称な巡回サービス多重待ち行列（ポーリングシステム）の待ち時問分布の2次モーメントにつ

いての解析を行い，待ち行列の数が一般にNの場合に得られる上隈と下限の評価を与えている。

　第7章は，今後の研究課題についてまとめている。

審査の結果の要旨

　マルチメディア高速情報通信網の性能評価について，工藤氏は従来の研究成果を充分に踏まえ，解析手法を良

く理解した上で，圧縮動画像のデータ解析に応用するとともに，待ち行列の待ち時間分布の高次モーメントの計

算を行って興味深い結果を得ている。特に，第3章では情報通信網を流れる現実のトラフィックの膨大なデータ

解析により，圧縮動画像データが自己相似性を有することを明らかにしたことが評価される。また，第5章と第

6章では，待ち行列理論に基き待ち時問分布の高次モーメント導出に必要な計算の枠組みが示されており，工藤

氏の情報通信分野の独立した研究者としての能力を充分に窺わせるものである。本論文の第3章と第5・6章の

内容に基いて，情報通信やオペレーションズ・リサーチの分野における審査付き専門誌に4本の論文が掲載また

は受理されており，学位請求論文の要件を満足している。

　よって著者は博士（経営工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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